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国の配置基準を満たしているものの、全車両
が出場する事案が頻発している。市内分署車両の管
轄外への出場や善通寺市、多度津町との連携・協力
により対応している。

救急活動費

郡家校区のAIデマンド交
通社会実験で得たデータ
とその分析は。

令和５年10月から昨年度末までの期間に、約
4,050人の利用と約103万円の収入があった。利用
者の評価も高く、交通空白地対策の１つと考えられ
るが、運行費用が高額なため、アナログの手法で費
用を抑え、異なる地域で社会実験を継続していく。

公共交通事業

特別支援学校で実施し、「身体が不自由な方で
も安心して投票できる」といった前向きな意見をい
ただいた。若年層の投票率向上には、SNSの活用方
法を学び、効果的な情報発信に努めていきたい。

選挙啓発事業費

Q：

Q：

Q：

救急車の出場要請に対し
車両は充足しているか。

若年層への選挙啓発として
実施した出前講座や模擬投
票の効果と、今後の課題は。

A：

A：

A：

情報発信ツールとして利
用している市公式LINEの
運用状況と効果は。

登録者数の増加を目的に、友達拡大キャンペー
ンや、市制施行20周年記念ロゴマークの投票を実施
し、前年度比約14,000人の新規登録者を獲得でき
た。LINEでの情報発信は、災害時や緊急事態に迅速
かつ確実に市民へ情報を届ける手段として有効であ
るため、今後も登録者数増加に注力していきたい。

広聴広報活動費

Q：

A：
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特集

運転ボランティアは前年度に比べて15名減少し
ており、その主な要因は高齢化による担い手不足で
ある。市および各コミュニティ広報紙での募集や、
コミュニティ内での勧誘を通じて担い手の確保に努
めている。同様の事業を実施する近隣市町と意見交
換をしながら、引き続き対策を検討していく。

移動手段確保事業費

避難所用備蓄物資の中
で、賞味期限が迫った物
品の活用方法は。

保存食や保存水は、防災アドバイザーによる出
前講座の参加者や地域の自主防災組織等に配布して
いる。防災訓練時に市民への防災啓発グッズとして
活用するほか、社会福祉協議会を通じて子ども食堂
にも提供されている。粉ミルクは、離乳食講習会で
の使用や、保育施設を通じて生活困窮世帯への支援
として提供している。

防災費

125件分の予算に対し申請件数は85件にとどま
り、執行率は約68％と伸び悩んだ。補助金利用者へ
のアンケート調査や地元企業との連携を通じて、効
果的な周知方法を検討し、若年層向けの有益な支援
事業をより多く利用いただけるよう努めていく。

奨学金返還支援事業

Q：

Q：

Q：

決算特別委員会決算特別委員会
令和６年度の市の決算について、予算が適正・
効率的に使われていたかを、議長と監査委員を
除く22名の議員で構成された決算特別委員会
で審査しました。

令和６年度の市の決算について、予算が適正・
効率的に使われていたかを、議長と監査委員を
除く22名の議員で構成された決算特別委員会
で審査しました。

おでかけ便の利用人数は
増加する一方で運転ボラ
ンティアの確保が課題と
なっているが、その取組
状況は。

奨学金返還支援事業
補助金の申請状況は。

A：

A：

A：
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　市が推進する施策について、情報発信及
び広報活動の不足により市民への認知が十
分に浸透していないことから、より効果的
かつ戦略的な情報発信の強化を図り、市民
への周知・啓発の徹底を図られたい。

情報発信の強化
　老朽空き家除却支援補助や相続財産清算
制度の活用を図るとともに、除却後の跡地
の適正管理にも十分配慮し、地域の安全・
環境保全に努められたい。

空き家対策

　「美術館は心の病院」をコンセプトに多様
な文化活動が展開している美術館において、
来館者数が減少している現状を踏まえ、指
定管理者との連携を一層強化し、広報活動
の充実や魅力ある企画展の実施等を通じて、
来館者数の確保に努められたい。

MIMOCA丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

　移動支援に従事する運転ボランティア不
足が続く中、地域コミュニティとの連携を
強化し、高齢者が安心して移動できる環境
整備に一層努められたい。

移動手段の充実

　教職員の働き方改革を推進するため、業
務の適正化や部活動の地域連携等を着実に
進め、教員が児童生徒と向き合う時間を十
分に確保できる環境づくりを図られたい。

教　育

市長へ提言書市長へ提言書
決算特別委員会での審議をもとに、議会として13項目の提言を取りまとめた
ものです。市長に対し、令和8年度予算に反映するよう求めました。内容（一部抜粋）

●数多くの業務を民間委託しているが、「最小
の経費で最大の効果」という地方自治の原則
に照らし疑問を感じる。
●市民交流活動センター施設管理運営費では、
利益に指定管理者の努力を認めるものの、市
は市民への還元を求めるべきである。
●公共施設包括管理業務委託において、企業に
支払う高額なマネジメントフィーは業務に見
合ったものか疑問が残る。
●大手町地区４街区再編整備では、整備とその
後の施設管理に要する費用が及ぼす将来的な

《認定第1号に反対》　　　　中谷真裕美 市の財政負担が十分に検討されておらず同意
できない。
●国が進める基幹系システムの標準化・共通化
は、自治体が負担する運用経費増加につなが
っている。
●同和問題も他のすべての人権の課題も同様の
位置づけにすべきである。

決 算 討 論決 算 討 論

《議案第83号に反対》　　　中谷真裕美
●国が促進するウォーターpppへの移行は、基
本的生活インフラである下水道を事実上民営
化するコンセッション方式につながるもので
認められない。
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ＡQ　簡易トイレの消耗品で
ある凝固剤や袋、また、
資機材保管のための改修
は補助対象となるか。

　消耗品は、単独で購入する場合は補助対象外だが、簡易
トイレ本体とのセット購入であれば補助対象となる。ま
た、資機材保管を目的とした倉庫の改修も補助対象として
認められる。

ＡQ　制度利用者の就職後の
定着状況は。

　修学資金及び就職準備金の年間貸付件数は、それぞれ約
20件であり、令和4年から令和6年までの3年間で退職者
は11人であることから、退職者数はそれほど多くはない
と考えている。

補正予算
議案第85号

保育士修学資金等貸付金　　　　　　　補正額：388万円
申込件数が当初の見込みに達したことから、追加計上するもの。

補正予算
議案第85号

福祉避難所体制整備支援事業費　　　 補正額：840万円
福祉避難所における受入体制の充実を図るため、資機材整備等に対する補助金を
計上するもの。

ＡQ　テニスコートの具体的
な修繕範囲は。

　劣化が著しい箇所のみを部分的に修繕するのではなく、
プレイに影響が出ないようエンドライン周辺を全面的に修
繕する。

補正予算
議案第85号

丸亀市総合運動公園テニスコート整備事業費　補正額：2,640万円
経年劣化により人工芝のはがれが目立つことから、利用者の安全性を確保するた
め計上するもの。

令和7年9月定例会を9月2日から10月3日まで開催し、
補正予算をはじめ各種条例改正などを審議しました。
ここでは主な質問と討論、審議結果などを掲載します。

9月定例会
●
９
月
2
日

・
認
定
第
1
号
、
議
案
第
83
、
84
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
、決
算
特
別
委
員
会
付
託

・
議
案
第
85
〜
100
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明

・
決
算
特
別
委
員
会

●
４
日

・
議
案
第
85
〜
100
号

＝
質
疑
の
後
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託

●
５
日

・
教
育
民
生
委
員
会

・
都
市
環
境
委
員
会

●
８
日

・
総
務
委
員
会

●
12
日

・
議
案
第
85
〜
100
号

　
＝
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

・
議
案
第
101
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
、
討
論
、
採
決

・
諮
問
第
2
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
、
採
決

・
一
般
質
問

●
16
〜
18
日

・
一
般
質
問

●
19
、
22
、
24
〜
26
日

・
決
算
特
別
委
員
会

●
10
月
３
日

・
認
定
第
1
号
、
議
案
第
83
、
84
号

＝
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

・
議
案
第
102
〜
104
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
、質
疑
、討
論
、採
決

9月2日～10月3日(32日間)
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ＡQ　運営体制について、複数年
契約で運営業務を一括して民
間業者に委託するメリットは。

　経費が分かりやすくなり事業者が設備改修を行い
やすくなるほか、指揮系統が統一され、事務効率化
と職員の負担軽減につながる。

ＡQ　撤去後の整備スケジュール
は。また、その際に活用可能
な補助金の有無は。

　関係漁業協同組合と十分に協議した上で今後の整
備方針を決定するため、スケジュールは現時点では
未定である。補助金については現在精査中であり、
国の補助事業の積極的な活用を検討する。

補正予算
議案第85号

補正予算
議案第89号

漁船漁具保全施設整備事業費　　　　補正額：1,400万円
老朽化し危険な状態にある漁船保全施設の上屋部分を撤去するための工事費等を
計上するもの。

新外向発売所運営等事業費　　　　　　　補正額：10億円
令和7年度から令和10年度にかけて、債務負担行為に限度額を追加するもの。

ＡQ　部分休業の取得形態を見直
す目的は。

　職員が仕事と生活を
両立するために、事情
に応じて部分休業の形
態を選択できるよう制
度整備を行うことで、
離職防止につなげたい
と考えている。

条例改正
議案第91号

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改正され、部分休業の取得形態の
多様化を図る見直しが行われることに伴い、所要の改正を行うもの。

ボートレース丸亀　新外向発売所（完成イメージ）
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ＡQ　情報表示設備として設置
する電波時計の仕様変更の
理由は。

　建物の構造上、電波の受信が困難な箇所があることが
判明したため、性能を向上させる仕様変更と電波を中継
するアンテナを追加で設置する。

城坤小学校校舎長寿命化改修に伴う電気設備工事
中央電業株式会社と工事請負契約の一部を変更する仮契約を締結したため、議
会の議決を求める。

工事請負
変更契約の締結
議案第99号

物品の購入
議案第100号

ＡQ　自動車メーカーによっ
て、救急活動に係る機能に
違いはあるか。

　効率的に救急活動が行えるよう、鍵付きの格納庫や救
急資機材を追加する艤装仕様の見直しを行ったが、自動
車メーカーごとの機能に違いはない。

高規格救急自動車　1台
香川トヨタ自動車株式会社と物品売買仮契約を締結したため、議会の議決を求
める。

ＡQ　指定管理者が行
う市営住宅の修繕
規模はどの程度
か。また、滞納整
理への対応は。

　経常的な住居補修は指定管理者が実施し、大規模な修繕は市が
行う。また、滞納整理において家賃未納者に対する督促状の送付
や納付指導は、基本的に指定管理者が実施するが、入居者の生活
状況により個別の判断を要する場合や、悪質な滞納者への法的措
置の検討等は、市で対応する。

条例改正
議案第95号

市営住宅設置及び管理条例の一部改正
市営住宅に指定管理者制度を導入するため、所要の改正を行うもの。

議 員 名
（　）内は
所属会派

　は賛成、×は反対した者です。※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。◆は議長のため採決には参加していません。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

22　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
亀
城
会
）

20　
多
田　

光
廣（
亀
城
会
）

19　
竹
田　

英
司（
亀
城
会
）

18　
水
本　

徹
雄（
会
派
無
所
属
）

17　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

16　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

12　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

11　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

10　
谷
本　

和
也（
志
政
会
）

９　
原
田
友
里
江（
国
民
民
主
丸
亀
）

８　
神
田　

泰
孝（
国
民
民
主
丸
亀
）

７　
大
倉　

流
星（
国
民
民
主
丸
亀
）

６　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

５　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

４　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

３　
大
岡　

弘
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
小
野
祐
美
子（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
蒲
生　

裕
久（
公
明
党
）

議　案　名

令和6年度丸亀市一
般会計及び各特別
会計歳入歳出決算
認定について

認　定
第１号

認
定

審
議
結
果

×

賛否が分かれた議案糖の審議結果賛否が分かれた議案等の審議結果令和７年９月定例会令和７年９月定例会

◆

令和6年度丸亀市下
水道事業会計利益
の処分及び決算の
認定について

議　案
第83号

可
決
及
び
認
定

× ◆
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案
　
一
　
覧

委
員
会
視
察

先
行
排
水
の
取
組
み

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
7月
7～9日

・
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
若
松

・
久
留
米
広
域
消
防
本
部

・
福
岡
県
柳
川
市

外
向
発
売
所
の
施
設

及
び
運
営

消
防
の
広
域
化

委
員

常
任

会
視
察

常
任
委
員
会
で
は
、市
政
発
展
に
資
す
る
た
め
重
要
政
策
及
び
課
題
に
つ
い
て
、

先
進
事
例
を
視
察
し
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
完
成
し
た
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
若
松

の
外
向
発
売
所
で
の
売
り
上
げ
は
約

1
・
8
倍
、
利
用
者
数
は
約
1
・
6
倍
と

な
り
、発
売
・
払
戻
業
務
か
ら
清
掃
や
警

備
、
機
器
類
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め

全
面
的
に
委
託
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
来
年
度
、
外
向
発
売
所
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
の
本
市
に

お
い
て
運
営
形
態
や
指
定
席
の
状
況
な

ど
開
館
準
備
の
参
考
と
な
っ
た
。

　
久
留
米
広
域
消
防
本
部
で
は
、
広
域

化
後
の
主
な
効
果
と
し
て
、
初
動
体
制

の
強
化
や
応
援
体
制
の
充
実
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
救
急
隊
の
専
従

化
や
予
防
事
務
の
一
元
化
な
ど
人
員
配

置
の
効
率
化
が

あ
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
本

市
で
も
令
和
9

年
度
2
市
1
町

で
の
広
域
化
を

目
指
し
協
議
会

が
発
足
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る

が
、
広
域
化
の

目
的
は
単
な
る

職
員
や
コ
ス
ト
の
削
減
で
は
な
く
、
人

的
・
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
現

場
体
制
の
充
実
及
び
専
門
性
の
向
上
、

消
防
体
制
の
基
盤
強
化
に
あ
る
と
再
認

識
し
た
。

　「
掘
割
」と
呼
ば
れ
る
水
路
を
活
用
し

た
先
行
排
水
を
行
う
柳
川
市
と
渇
水
対

策
の
た
め
池
を
前
提
と
し
た
本
市
と
で

は
、
前
提
条
件
や
ス
ケ
ー
ル
感
は
異
な

る
も
の
の
、
先
行
排
水
の
取
組
み
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
苦
慮
し
た
点
や
農
業

議案の概要等は
こちらからご覧
いただけます。

議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名
令和6年度一般会計及び各特別会計歳入
歳出決算認定
令和6年度下水道事業会計利益の処分及
び決算の認定
令和6年度モーターボート競走事業会計利
益の処分及び決算の認定

第83号

第84号

認　定
第１号

令和7年度一般会計補正予算（第3号)
令和7年度国民健康保険特別会計補正予
算（第1号）
令和7年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第1号）

第85号

第86号

第87号

令和7年度介護保険特別会計補正予算（第
1号）第88号

令和7年度モーターボート競走事業会計補
正予算（第2号）第89号

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条
例及び会計年度任用職員の勤務時間、休
日、休暇等に関する条例の一部改正

第90号

職員の育児休業等に関する条例の一部改正第91号
モーターボート競走事業職員の給与の種類
及び基準に関する条例の一部改正第92号

個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正第93号

児童館条例の一部改正第94号
市営住宅設置及び管理条例の一部改正第95号
市立認定こども園条例等の一部改正
工事請負変更契約の締結（城坤小学校校
舎長寿命化改修工事）

第96号

第97号

工事請負変更契約の締結（城坤小学校校
舎長寿命化改修に伴う機械設備工事）第98号

工事請負変更契約の締結（城坤小学校校
舎長寿命化改修に伴う電気設備工事）第99号

物品の購入（高規格救急自動車1台）第100号
市政功労者表彰の同意第101号
工事請負契約の締結（南中学校北校舎空
調設備改修工事）第102号

物品の購入（丸亀市民会
館舞台照明備品）第103号

物品の購入（丸亀市民会
館舞台大道具備品）第104号

人権擁護委員候補者の
推薦

諮　問
第２号

令和７年９月定例会で審議された議案等

者
の
影
響
へ
の
対
応
策
と
い
っ
た
課
題

に
は
共
通
項
が
あ
り
、
今
後
、
本
市
の

実
情
に
応
じ
た
排
水
対
策
の
参
考
と
し

た
い
。
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委
員
会
視
察

教
育
民
生
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

7月
7～9日

・
大
阪
府
茨
木
市

・
大
阪
府
大
阪
市

・
兵
庫
県
神
戸
市

　
ホ
ー
ル
や
図
書
館
、
子
育
て
支
援
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
く
の
機
能

を
有
す
る
「
お
に
ク
ル
」
の
開
館
に
あ

た
り
、
市
長
と
市
民
の
1
0
0
人
会
議

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
複
数
回
実
施

等
、
市
民
と
の
「
対
話
」
を
重
視
し
て

い
る
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
本
市
で

は
現
在
、
大
手
町
地
区
4
街
区
の
再
編

整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
4
街
区
に
限

ら
ず
、
施
設
整
備
の
際
に
は
市
民
に
と

っ
て
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
訪
れ
た
く

な
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
市
民
と
の
対

話
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

文
化
・
子
育
て
複
合
施
設

お
に
ク
ル

8月
4～6日

都
市
環
境
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

・
神
奈
川
県
相
模
原
市

・
東
京
都
多
摩
市

・
東
京
都
中
野
区

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

　
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
や
補
聴
器

装
用
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
要
件

に
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る

事
業
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
確
保
に
よ
る
高
齢
者
の
介

護
予
防
と
認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
市
で
助
成

を
検
討
す
る
際
に
は
、
高
齢
化
率
が
高

補
聴
器
購
入
補
助
を
含
む

介
護
予
防
促
進
事
業

不
登
校
総
合
対
策

地
域
開
放
型
学
校
図
書
館

　
食
糧
生
産
に
不
可
欠
な
リ
ン
肥
料
の

　「
未
然
防
止
」「
早
期
支
援
」「
長
期

化
へ
の
対
応
」
と
い
う
三
段
階
の
支
援

体
制
の
整
備
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
S
S
T
）
を
通
じ
た

こ
う
べ
再
生
リ
ン

　
校
舎
内
に
「
中
央
図
書
館
分
室
」
を

設
置
し
、
区
立
図
書
館
の
機
能
と
学
校

図
書
館
と
を
融
合
し
て
地
域
住
民
に
も

開
放
す
る
こ
と
で
児
童
・
生
徒
だ
け
で

な
く
、
乳
幼
児
親
子
や
保
護
者
な
ど
幅

広
い
層
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

教
育
資
源
の
有
効
活
用
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
同
時
に
実
現
す
る

先
進
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。今
後
、
学
校

施
設
の
地
域

開
放
や
図
書

館
機
能
の
強

化
を
通
じ

て
、
地
域
と

教
育
の
融
合

を
図
る
施
策

を
進
め
て
い

く
際
に
は
、

参
考
に
な
る

と
感
じ
た
。

　
軽
量
か
つ
柔
軟
性
を
持
つ
フ
ィ
ル
ム

型
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
、

既
存
の
公
共
施
設
や
曲
面
部
へ
の
設
置

も
容
易
で
あ
る
が
、
低
コ
ス
ト
化
、
量

産
化
に
向
け
た
実
証
実
験
の
段
階
で
あ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
な

ど
、
教
育
現
場
に
お
け
る
実
践
的
な
工

夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
単
な
る
学
習

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

「
安
心
感
」
や
「
自
己
肯
定
感
」
の
回

復
を
重
視
し
て
お
り
、
教
育
・
福
祉
・

家
庭
が
連
携
し
た
包
括
的
な
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
し
た
。

原
料
を
輸
入
に
頼
る
中
、
下
水
に
含
ま

れ
る
リ
ン
を
回
収
し
て
活
用
し
、S
D
Gs

に
も
貢
献
す
る
取
り
組
み
は
非
常
に
有

効
で
あ
る
が
、
設
備
整
備
の
費
用
や
、

取
り
扱
う
肥
料

メ
ー
カ
ー
が
少

な
い
こ
と
等
課

題
も
あ
る
。
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
考
慮

し
、
当
市
に
と

っ
て
最
適
な
取

組
・
手
法
を
検

討
し
て
い
く
。

く
な
る
2
0
4
0
年
を
見
据
え
、
単
な

る
費
用
助
成
で
は
な
く
高
齢
者
施
策
全

体
の
方
針
に
沿
っ
た
事
業
と
す
る
べ

く
、
多
方
面
か
ら
の
検
討
と
設
計
、
協

働
の
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

り
、
現
時
点
で
の
導
入
は
難
し
い
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
て
い
る

本
市
に
お
い
て
、
将
来
的
な
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た
い
。

　「
掘
割
」と
呼
ば
れ
る
水
路
を
活
用
し

た
先
行
排
水
を
行
う
柳
川
市
と
渇
水
対

策
の
た
め
池
を
前
提
と
し
た
本
市
と
で

は
、
前
提
条
件
や
ス
ケ
ー
ル
感
は
異
な

る
も
の
の
、
先
行
排
水
の
取
組
み
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
苦
慮
し
た
点
や
農
業

者
の
影
響
へ
の
対
応
策
と
い
っ
た
課
題

に
は
共
通
項
が
あ
り
、
今
後
、
本
市
の

実
情
に
応
じ
た
排
水
対
策
の
参
考
と
し

た
い
。
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一
　
般
　
質
　
問

不登校児童生徒に多様な
学びの場を

離島航路維持と船員確保

東　由美　議員
（志政会）

大岡弘美議員
（市民クラブ）

一般質問

その他の主な質問項目
●人づくり石垣プロジェクト●瀬戸内国際芸
術祭2025

その他の主な質問項目
●プレミアム付きデジタル商品券●精神障が
い者の医療助成●日常生活用具給付●ペット
同行避難

　
全
業
界
的
な
人
手
不
足
の
中
、
船

員
不
足
に
よ
る
減
便
が
島
民
の
生
活

や
仕
事
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
広
島
航
路
で
は
、
小
手

島
・
手
島
方
面
の
便
が
少
な
く
乗
り
継
ぎ
の

接
続
が
悪
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
本
島
航
路

も
含
め
、
安
心
し
て
航
路
を
利
用
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
船
員
確
保
対
策
に
つ

い
て
市
の
見
解
は
。

協
働
推
進
部
長　
人
口
減
少
と
人
手

不
足
の
中
、
本
市
の
国
庫
補
助
航
路

で
は
、
将
来
の
安
定
運
営
の
た
め
に
船
員
確

保
が
急
務
だ
が
、
現
状
は
赤
字
経
営
で
あ

り
、
そ
の
欠
損
額
を
国
・
県
・
市
で
補
填
し

て
い
る
。
ま
た
、
訓
練
生
を
含
む
予
備
船
員

の
人
件
費
は
補
助
対
象
外
で
あ
り
、
事
業
者

は
人
材
育
成
や
事
業
継
続
の
た
め
に
対
象
経

費
の
拡
大
を
求
め
て
い
る
。

　
船
員
確
保
は
単
独
自
治
体
に
と
ど
ま
ら
な

い
全
国
的
な
課
題
と
捉
え
、
広
域
的
な
人
材

確
保
策
や
育
成
機
関
の
創
設
、
補
助
対
象
と

な
る
船
員
数
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
国
や
県

に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ａ Q
　
近
年
増
加
す
る
不
登
校
児
童
・
生

徒
に
対
し
、
行
政
の
積
極
的
な
支
援

が
求
め
ら
れ
る
中
、
文
部
科
学
省
は
、
子
ど

も
の
居
場
所
や
学
習
環
境
の
た
め
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
支
援
員
を
配
置
す
る
経
費
を
増

額
す
る
方
針
を
固
め
た
。
学
校
以
外
で
の
多

様
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
本
市
の
支

援
状
況
は
。

教
育
長　
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
充
実
に
は
、
個
々
の
状
況
を
正

確
に
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
対
応
が

最
も
重
要
と
考
え
、
学
校
で
の
細
か
な
情
報

共
有
や
校
内
ケ
ー
ス
会
の
実
施
に
よ
り
、
保

健
室
、
校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
関
係
機
関

と
連
携
し
個
に
応
じ
た
支
援
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

は
、
多
様
な
学
び
の
場
を
保
障
す
る
た
め
に

有
効
な
手
段
と
考
え
、
１
人
１
台
端
末
を
活

用
し
て
教
室
と
校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
つ

な
い
で
学
べ
る
環
境
づ
く
り
や
、
宿
題
や
自

主
学
習
ノ
ー
ト
等
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
学
び
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●離島地域の介護サービスの確保と充実●ス
マホとの向き合い方

　
令
和
5
年
か
ら
国
や
県
に
先
駆
け

て
教
科
担
任
制
を
進
め
て
い
る
が
、

教
育
の
充
実
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
、
成
果
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
５

つ
の
小
・
中
学
校
で
試
行
し
て
い
る
チ
ー
ム

担
任
制
に
は
、
教
員
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
。

教
育
長
　
教
科
担
任
制
は
、
専
門
教

員
が
指
導
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

学
び
や
興
味
を
深
め
、
教
材
研
究
の
効
率
化

と
指
導
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

教科担任制・チーム担任制の
効果は

渡邉一馬議員
（市民クラブ）

一般質問

市
内
小
学
校
で
は
担
当
時
間
が
削
減
さ
れ
、

教
員
の
心
身
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
た
こ
と

で
、
教
材
研
究
や
授
業
力
向
上
に
つ
な
が
る

と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、
チ
ー
ム
担
任
制
は
、
全
て
の
教
員

が
協
力
す
る
こ
と
で
若
年
教
員
の
精
神
的
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
先
輩
か
ら
授

業
づ
く
り
や
学
級
運
営
を
学
ぶ
機
会
に
な

る
。
さ
ら
に
、
学
級
担
任
以
外
の
教
員
が
子

ど
も
た
ち
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
学

校
全
体
と
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
理
解
や
意

識
が
向
上
す
る
と
考
え
る
。

Ａ Q

地域の伝統文化継承のために

谷本和也議員
（志政会）

その他の主な質問項目
●大型クルーズ船の誘致による観光振興●消
防団員の充足率向上

　
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
獅
子
舞

や
、
や
っ
こ
の
道
具
や
衣
装
の
更
新

に
係
る
費
用
は
、
自
治
会
加
入
者
か
ら
の
寄

附
金
が
一
般
的
だ
が
、
加
入
者
が
減
少
し
、

一
人
の
負
担
が
大
き
く
地
域
住
民
の
悩
み
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民
が
資
金

調
達
の
た
め
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
場
合
に
必
要
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

書
類
の
作
成
に
対
し
、
市
が
相
談
体
制
を
整

え
る
考
え
は
。

協
働
推
進
部
長　
市
民
交
流
活
動
セ

ン
タ
ー
マ
ル
タ
ス
で
は
、
市
民
活
動

者
に
向
け
た
資
金
調
達
支
援
と
し
て
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
相
談
対
応
や
講
座

の
開
催
も
実
施
し
て
お
り
、
主
な
サ
イ
ト
や

種
類
ご
と
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
活
用
検
討
が

可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
と
し
て

も
、
こ
う
し
た
取
組
に

対
し
必
要
な
情
報
提
供

や
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
文
化
の
保
存
、
継

承
に
向
け
て
引
き
続
き

尽
力
し
て
い
く
。

Ａ Q



2025.1112 No.108

一
　
般
　
質
　
問

古子川治水排水対策子育て支援のPRを

大倉流星議員
（国民民主丸亀）

多田光廣議員
（亀城会）

一般質問

　
年
間
の
出
生
数
が
70
万
人
を
下
回

っ
た
中
、
各
自
治
体
で
の
結
婚
、
子

育
て
、
教
育
の
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、「
子
育
て
支
援
が
充

実
し
た
丸
亀
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
先
進
自
治
体
を
参
考
に
支
援
策
を
部

署
横
断
的
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
Ｐ
Ｒ
手
法

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　
本
市
は
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

作
り
を
最
重
要
課
題
と
し
、
各
種
施
策
を
子

育
て
情
報
マ
ッ
プ
や
サ
イ
ト
で
情
報
発
信
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
子
育
て
団
体

と
の
協
働
事
業
と
し
て
、
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
の
情
報
配
信
を
開
始
し
た
。

　
先
進
自
治
体
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
数
多
く
の
事
業
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
、
内
容
や
保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明

確
と
な
り
高
い
訴
求
力
を
感
じ
た
。

 

そ
こ
で
、
現
在
本
市
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

て
行
っ
て
い
る
情
報
発
信
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
内
容
を
再
度
見

直
す
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●教育関連●防犯灯

その他の主な質問項目
●ガソリン暫定税率廃止

　
県
の
二
級
河
川
で
あ
る
古
子
川
の

上
流
部
は
県
に
よ
る
整
備
が
な
さ
れ

ず
、
頻
発
す
る
浸
水
被
害
に
対
し
地
域
か
ら

改
善
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
川

自
体
の
改
修
は
県
の
管
轄
に
な
る
も
の
の
、

大
雨
に
よ
る
被
害
拡
大
へ
の
懸
念
が
高
ま
る

中
、
本
市
と
し
て
の
対
応
は
。

市
長　
水
災
害
対
策
は
、
河
川
管
理

者
の
改
修
だ
け
で
は
難
し
く
、
流
域

全
体
で
協
働
し
て
行
う
流
域
治
水
が
重
要
で

あ
る
。

　
本
市
総
合
排
水
計
画
の
下
、
排
水
ポ
ン
プ

場
整
備
に
よ
る
水
を
流
す
対
策
や
、
学
校
等

へ
の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
や
た
め

池
・
農
地
を
利
用
し
た
水
を
た
め
る
対
策
、

さ
ら
に
は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
防
災
対
策

な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
対

策
が
浸
水
被
害
軽
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
古
子
川
上
流
域
で
は
、
現
在
市
が

進
め
る
用
水
路
の
か
さ
上
げ
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
国
や
県
と
連
携
し
て
市
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
実
践
し
て
い
く
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●公立保育施設の紙おむつサブスク導入●子
育て支援対策●災害避難所対策●住宅セーフ
ティーネット施策

　
少
子
化
や
急
速
な
社
会
変
化
に
伴

い
、
本
市
で
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

D
X
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
公
共
施
設
の
空

き
情
報
確
認
や
予
約
申
込
み
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
市
民
の
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

先
の
議
会
答
弁
で
は
、
来
年
度
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

検
討
が
言
及
さ
れ
た
が
、
そ
の
導
入
見
通
し

や
対
象
範
囲
は
。

市
長　
丸
亀
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策

定
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向

上
と
業
務
効
率
化
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め

公共施設予約のDX化

守家英明議員
（市民クラブ）

一般質問

る
中
、
公
共
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
は

多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
業
務

の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
利
用

形
態
が
比
較
的
単
純
で
シ
ス
テ
ム
化
し
や
す

い
一
部
の
体
育
施
設
の
予
約
や
、
学
校
体
育

施
設
開
放
事
業
の
利
用
報
告
事
務
等
か
ら
導

入
を
開
始
す
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
も
本
市
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
て
導
入
の
検
討
を
進

め
、
対
象
施
設
の
範
囲
拡
大
を
図
り
た
い
。

Ａ Q
　
本
市
史
跡
快
天
山
古
墳
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
機
能
付
き
の
施
設
設
置
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
発
掘
調
査
が
続
い
て
お

り
、
そ
の
設
置
に
は
時
間
を
要
す
る
。
そ
こ

で
、調
査
結
果
を
市
民
、観
光
客
、国
外
に
も

広
く
伝
え
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
専

用
機
器
で
現
地
の
状
況
を
3
6
0
度
体
感
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
展
示
な
ど
拡
張
現
実（
A
R
）

や
仮
想
現
実（
V
R
）を
活
用
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長　
説
明
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
掘
成
果
を
発
信
し
て
い
る
が
、

史
跡
の
本
質
的
価
値
の
理
解
に
は
A
R
や

快天山古墳のAR・VR展示館

香川　勝　議員
（志政会）

V
R
を
活
用
し
視
覚
的
・
体
験
的
に
伝
え
る

こ
と
が
有
効
と
考
え
る
。
ま
た
、
文
化
財
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
継
承
す
る
こ
と
は
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
に
も
つ
な
が
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
一
方
、
機
器
整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の

コ
ス
ト
、
操
作
性
と
正
確
性
の
確
保
と
い
っ

た
課
題
も
あ
る
た
め
、
専
門
家
の
意
見
や
、

国
補
助
金
等
の
財
源
と
併
せ
て
導
入
方
法

と
時
期
を
検
討
し
、
実
現
可
能
性
を
模
索
し

た
い
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●パーパス（存在意義）によるシティブラン
ディング●学習障がいの子どもたちへの合理
的配慮
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一
　
般
　
質
　
問

マイボトル用ウォーター
サーバー設置

保育士確保と定着支援

小野祐美子議員
（市民クラブ）

蒲生裕久議員
（公明党）

一般質問

　
潜
在
保
育
士
に
対
し
、
一
定
期
間

の
勤
務
で
返
還
免
除
と
な
る
勤
務
開

始
準
備
金
制
度
や
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
登

録
制
度
を
整
備
し
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る

先
進
自
治
体
が
あ
る
中
、
本
市
で
も
保
育
士

不
足
解
消
の
た
め
、
同
様
の
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
。

教
育
部
長　
勤
務
開
始
準
備
金
制
度

は
、
潜
在
保
育
士
の
復
帰
を
後
押
し

す
る
有
力
な
手
段
だ
が
、
国
の
給
付
制
度
や

本
市
の
貸
付
制
度
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る

た
め
、
先
進
事
例
を
踏
ま
え
て
本
市
制
度
の

改
善
や
拡
充
を
検
討
す
る
。

 

ま
た
、
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
登
録
制
度

は
、
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
本
市
で
は
フ
リ
ー
保
育
士
を
担

任
職
員
の
補
佐
や
サ
ポ
ー
ト
役
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
日
常
的
な
職
員
間
の
連
携
や
保
育

の
共
通
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

担
任
職
員
と
同
様
に
１
日
７
時
間
4
5
分
、

週
５
日
勤
務
を
雇
用
条
件
と
し
て
い
る
。
今

後
他
市
町
の
事
例
研
究
と
保
育
現
場
か
ら
の

意
見
聴
取
を
行
い
、
制
度
導
入
の
必
要
性
を

含
め
て
検
討
す
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●小規模農家への支援策

その他の主な質問項目
●結婚・住まい・子育ての一体的支援●子ど
ものメンタルヘルスに予防的視点を●戦争体
験アーカイブの活用

　
高
松
市
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
屋
外
型
給
水
ス
ポ
ッ
ト

が
市
役
所
前
に
設
置
さ
れ
、
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
で
も
マ
イ
ボ
ト
ル
給
水
ス
ポ
ッ
ト
が
活

用
さ
れ
た
。
本
市
も
猛
暑
で
の
熱
中
症
予
防

と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
観
点
か
ら
、

市
役
所
な
ど
公
共
施
設
に
マ
イ
ボ
ト
ル
対
応

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
将
来
的

に
市
内
企
業
や
店
舗
と
連
携
し
て
給
水
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
生
活
部
長　
熱
中
症
予
防
効
果

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
災
害
時

の
活
用
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
の
観
点
か
ら

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設
置
に
多
く
の
意

義
を
認
識
し
て
お
り
、
市
役
所
等
公
共
施
設

へ
の
設
置
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
一
方
で
、
公
共
施
設
だ
け
の
設
置
で
は
、

市
全
体
に
十
分
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
先
進
事
例
を
参
考
に
行
政
と

民
間
が
連
携
し
た
よ
り
広
域
的
な
給
水
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
と
し
て
市
全
体

の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

その他の主な質問項目
●少子化対策・子育て支援●賃上げ●物価高
騰対策

　
自
治
会
加
入
率
に
対
し
様
々
な
策

を
講
じ
て
き
た
が
、
そ
の
低
下
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
自
治
会
育
成
補
助
金

を
１
世
帯
当
た
り
6
0
0
円
に
増
額
し
た
も

の
の
、
市
と
し
て
本
当
に
自
治
会
の
必
要
性

を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
自
治
会
育
成
補
助
金

を
3
，0
0
0
円
程
度
ま
で
大
幅
に
増
額
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

協
働
推
進
部
長　
自
治
会
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
骨
格
的
組
織

と
認
識
し
て
お
り
、
補
助
金
増
額
は
市
の
支

援
姿
勢
を
示
し
、
加
入
促
進
時
に
住
民
の
理

自治会育成補助金の増額を

横田隼人議員
（志政会）

一般質問

解
や
協
力
を
得
や
す
く
な
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

　

一
方
で
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
育
成
補
助
金
増

額
の
効
果
検
証
の
た
め
に
も
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。
市
と
し
て
は
地
域
へ
の

関
わ
り
に
無
関
心
な
若
年
層
に
も
、
従
来
の

自
治
会
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
気
軽
に
関
わ

り
地
域
の
絆
の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
共
に

未
来
を
育
む
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
で
関
係
性

を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

Ａ Q

おむつ交換スペースの充実を

原田友里江議員
（国民民主丸亀）

その他の主な質問項目
●丸亀駅前の利活用●まちづくりとフェーズ
フリー

　
子
ど
も
連
れ
で
の
外
出
時
に
重
要

と
な
る
お
む
つ
交
換
台
は
、
大
人
の

腰
付
近
の
高
さ
の
ベ
ッ
ド
タ
イ
プ
の
も
の
が

多
い
。
子
ど
も
は
転
落
防
止
の
ベ
ル
ト
装
着

を
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
り
、
立
位
で
安
全
に

お
む
つ
交
換
や
着
替
え
の
補
助
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
連
れ
の
外
出
に

役
立
つ
と
考
え
る
が
、
市
の
公
共
施
設
へ
設

置
す
る
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　
本
市
公
共
施
設
の

整
備
時
に
は
、
市
民
の
方
が
ス
ト
レ

ス
な
く
お
む
つ
交
換
が
で
き
る
よ
う
、
安
全

な
製
品
を
検
討
し
導
入
を
進
め
て
お
り
、
床

面
の
高
さ
で
、
立
っ
た
ま
ま
お
む
つ
交
換
や

着
替
え
が
で
き
る
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

を
多
く
の
公
共
施
設
の
多
目
的
便
所
に
設
置

し
て
い
る
。

　

現
在
進
め
て
い
る
新
市
民
会
館
新
築
工

事
、
学
校
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

改
築
等
の
施
設
整
備
で
は
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ド
を
引
き
続
き
採
用
す
る
一
方
で
、
市

役
所
庁
舎
や
マ
ル
タ
ス
に
は
設
置
さ
れ
て
な

い
た
め
、
そ
の
他
の
既
存
の
公
共
施
設
も
含

め
て
関
係
課
と
協
議
し
て
い
く
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

城泊事業の海外情報発信を投票済証明書の発行を

神田泰孝議員
（国民民主丸亀）

角野仁美議員
（市民クラブ）

一般質問

その他の主な質問項目
●道路附属物の事故防止●水難事故対策ライフジャケッ
ト●学校の代表電話機能の拡充●丸亀城築城430周年イ
ベント●上野駅にある猪熊弦一郎作品修復と丸亀の連動

　
城
泊
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
専
用

サ
イ
ト
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
多
言
語
化

や
、
海
外
富
裕
層
向
け
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、

旅
行
会
社
と
の
連
携
強
化
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
獲
得
に
向
け
た
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行

っ
て
い
る
が
、
開
始
か
ら
1
年
が
経
過
し
て

も
海
外
か
ら
の
宿
泊
実
績
が
な
い
。
国
内
外

か
ら
選
ば
れ
る
城
泊
を
実
現
す
る
た
め
の
新

た
な
取
り
組
み
は
。

産
業
生
活
部
長　
城
泊
事
業
の
認
知

度
不
足
が
最
大
の
要
因
と
分
析
し
て

お
り
、
今
年
度
は
新
た
に
世
界
的
企
業
の
ア

リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
が
4
月
に
開
設
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
情
報
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

や
、
12
月
に
は
ス
ペ

イ
ン・バ
ル
セ
ロ
ナ
イ

ベ
ン
ト
で
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
は
欧

米
富
裕
層
を
対
象
に

情
報
発
信
を
さ
ら
に

強
化
し
、
宿
泊
実
績

の
向
上
を
目
指
す
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●男女共同参画●無痛分娩費用助成事業

　
選
挙
啓
発
や
記
念
に
な
る
「
投
票

済
証
明
書
」
は
、
全
国
約
6
割
の
自

治
体
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
S
N
S
で
投
票

報
告
を
す
る
若
者
も
多
く
、
投
票
率
向
上
と

政
治
参
加
意
識
の
醸
成
を
期
待
で
き
る
上
、

必
要
な
費
用
も
低
い
こ
と
か
ら
、
市
民
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
投
票
環
境
を
整
備
す
る
た
め

に
も
、
投
票
済
証
明
書
の
発
行
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　
本
市
で
は
選
挙
の
公
正

性
を
守
り
、
自
由
な
投
票
や
選
挙
秘

密
の
保
護
を
最
優
先
と
し
、
過
去
に
県
や
各

自
治
体
と
協
議
し
た
結
果
、
投
票
済
証
明
書

は
発
行
し
て
い
な
い
。
若
者
の
S
N
S
を
通

じ
た
投
票
行
動
の
発
信
増
加
も
認
識
し
て
い

る
が
、
S
N
S
利
用
と
選
挙
に
関
す
る
新
た

な
問
題
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
投
票
誘

導
や
買
収
、
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性
を
完

全
に
排
除
で
き
ず
、
直
ち
に
発
行
す
る
の
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
公
職
選
挙
法
や
選
挙
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
年
々
変
化
し
て
お
り
、
先
進
事

例
や
問
題
点
を
検
証
し
な
が
ら
、
導
入
の
是

非
を
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q

延寿閣
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一
　
般
　
質
　
問

一般質問

市公文書館　開館時期は入浴設備のない高齢者への
体制充実を

水本徹雄議員
（会派無所属）

福部正人議員
（公明党）

その他の主な質問項目
●市役所駐車場の利便性向上●航路運賃無料デー
の島民の移動対策●市の平和教育●児童・生徒の
電子機器の取り扱いへの対策●市の将来ビジョン

　
公
文
書
の
保
存
と
利
用
推
進
の
た

め
飯
山
町
に
整
備
予
定
の
公
文
書
館

で
は
、
付
近
の
河
川
改
修
工
事
が
進
ん
だ

後
、
施
設
整
備
と
公
文
書
館
条
例
の
制
定
を

行
う
と
約
3
年
前
に
基
本
方
針
が
示
さ
れ

た
。
改
修
工
事
が
進
ん
だ
今
、
具
体
的
な
開

館
時
期
と
専
門
職
員
で
あ
る
認
証
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
の
配
置
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　
令
和
9
年
度
中
の
公
文
書
館

開
館
を
目
指
し
、
飯
山
市
民
総
合
セ

ン
タ
ー
内
に
事
務
所
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
等
を

設
置
し
、
書
庫
と
し
て
旧
飯
山
北
幼
稚
園
を

整
備
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
面
に
加
え
、
条
例
制

定
や
組
織
機
構
の
見
直
し
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
を
関
係
部
署
と
協
議
し
、
検
討
、
調
整
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る
認
証
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
は
、
認
証
者
数
が
少
な
く
配
置
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
か
ら
、
担
当
職
員
の

研
修
を
通
じ
て
専
門
性
を
維
持
し
、
公
文
書

の
適
切
な
保
存
・
利
用
を
図
り
、
市
の
活
動

を
現
在
及
び
将
来
の
市
民
に
説
明
す
る
責
務

が
全
う
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●離島自動車航送運賃の補助拡大と介護サー
ビスの充実●移動期日前投票所の設置

　
城
北
地
区
の
入
浴
施
設
閉
店
に
伴

い
、
入
浴
設
備
が
な
い
高
齢
者
に
年

間
最
大
48
枚
の
無
料
入
浴
券
を
支
給
す
る
事

業
の
対
象
施
設
が
変
更
と
な
り
、
移
動
の
不

便
が
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
衛
生
面
向
上
の
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
公
共
施
設
に
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
老
人
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
充
実
に
取
り
組
む
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　
対
象
施
設
を
変
更

後
も
高
齢
者
へ
の
入
浴
費
用
助
成
事

業
を
継
続
し
、
利
用
者
数
は
施
設
入
所
や
死

亡
に
よ
り
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

変
わ
ら
ず
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象

施
設
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
お
出
か
け
便
で
の

運
行
範
囲
に
加
え
る
な
ど
地
域
の
協
力
も
あ

り
、
入
浴
機
会
の
低
下
は
招
い
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
シ

ャ
ワ
ー
室
設
置
は
、
排
水
設
備
投
資
の
費
用

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
な
ど
課
題
が
多

く
、
そ
の
使
用
用
途
に
つ
い
て
も
多
方
面
か

ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ Q
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一
　
般
　
質
　
問

議
会
の
動
き

災害時、在宅避難者にも支援が
届く準備を

中谷真裕美議員
（会派無所属）

一般質問

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は
、

本
市
で
8
5
0
0
人
が
避
難
所
以
外

に
避
難
す
る
想
定
で
あ
る
。
在
宅
避
難
に
つ

い
て
ど
う
お
考
え
か
。

市
長　
香
川
県
に
よ
る
被
害
想
定
の

見
直
し
で
、
避
難
者
数
は
増
加
し
て

お
り
、
自
宅
や
車
中
泊
等
、
避
難
所
外
で
避

難
生
活
を
送
る
方
へ
の
支
援
も
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。
特
に
自
宅
の
耐
震
性
が
確
保
さ

れ
危
険
性
が
な
い
場
合
に
は
、
在
宅
避
難
を

積
極
的
に
推
奨
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
在
宅
避
難
者
等
が
支
援
か
ら
取
り

残
さ
れ
な
い
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

避
難
所
が
遠
い
地
域
で
は
身
近
な
自
治
会
場

等
を
食
料
や
情
報
が
受
け
取
れ
る
「
支
援
拠

点
」
と
予
め
定
め
る
な
ど
の
協
議
を
、
市
が

主
導
し
地
域
と
共
に
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長
公
室
長　
「
支
援
拠
点
」の
設
置

に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や
そ
の
役
割

に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
に
理
解
頂
く
こ
と
が

肝
要
と
考
え
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
や
研
修
、
出
前
講
座
を
活
用

し
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

Ａ Q

その他の主な質問項目
●コンセッションへ進む下水道ウォーター
PPPは誰のためか

　　　　　７～９日　総務・都市環境委員会行政視察
29日　議会運営委員会

各派会長会
広報広聴委員会

　　　　　４～６日　教育民生委員会行政視察
　　　　　８日　各派会長会

教育民生委員会協議会
中心市街地等活性化特別委員会

20日　議員研修会
22日　議会運営委員会

9
月

　　　　　１日　全員協議会
　　　　　２日　本会議

決算特別委員会
広報広聴委員会

　　　　　４日　本会議
　　　　　５日　教育民生委員会

都市環境委員会
　　　　　８日　総務委員会

総務委員会協議会
11日　議員研修会
12、16～18日　本会議
18日　全員協議会
19、22、24～26日　決算特別委員会
25日　議会運営委員会
29日　議員研修会

　　　　　３日　本会議
全員協議会
総務委員会協議会
各派会長会

他
市
議
会
の
視
察
受
け
入
れ

他市等の議員、職員が本市の施策を視察しました。
7月2日　長野県飯田市「川西地区の防災

まちづくり活動」
7月14日　兵庫県伊丹市「ボートレースま

るがめの運営」
7月15日　京都府亀岡市「丸亀市浄化セン

ター」
7月23日　北海道恵庭市「市民交流活動セ

ンター　マルタス」
8月5日　京都府「市民交流活動センター

マルタス」
8月6日　青森県八戸市「新市民会館・東

洋炭素アーバンスポーツパーク」

７
月

８
月

10
月

議会の動き議会の動き 7・8・9・10月

Ａ Q
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議
員
研
修
会

議 員 研 修 会

人口急減社会に対応した中心市街地の共創まちづくり
香川大学経済学部　西成典久教授

8月
20日

　人口減少が加速する中で、様々な業種や年代
の方 と々共創し、新しい価値を生み出していくこ
と、歴史的な成り立ちを大切にしながら、まちづく
りを進めていくことが重要であると学びました。そ
して、本市が進めている大手町4街区周辺の整備
事業ではプロモーションに力を入れ、多くの市民
や企業に知っていただき、今後の活用について関
心を高めていくことの必要性を実感しました。
　議会では、より専門的・広域的な調査研究を
行うため、新たに中心市街地等活性化特別委員

会を発足させました。研修で学んだことを参考
にしながら、市民にはもちろんのこと、市民以
外の圏域の方々にも親しまれるまちづくりを目
指していきたいと思います。

丸亀市の財政と人口動態について
香川大学経済学部長　長山貴之教授

9月
11日

　本市の財政状況と人口動態について具体的
なデータに基づいた研修であり、今後の施策

を考えるうえで非常に有意義なものでした。ま
た、他市のデータと比較することで、本市の現
状と課題をより深く理解することができました。
　今後もボートレースの収益に依存するのでは
なく、恒久的な財源を得るための努力や、人口
減少問題に対し出生率向上の取り組みの重要性
を再確認しました。

南海トラフ地震へどう備えるか　～能登半島地震の教訓を活かす～
香川大学地域強靭化研究センター長、理学博士　金田義行特任教授

9月
29日

　研修の中で「災害は病気と同じです。いつ自分が病
気になるか分かりません。だから、普段から病気にな
らないよう健康に気を付ける。これは災害に備えると
いうことと同じです。」というお言葉が強く印象に残
りました。自分の健康維持のために何をするか考える
ように、災害に備えて何をすればいいのか、自分事と
して考えることの重要性を学びました。
　能登半島地震では、想定外の事態が数多く起こり被
害が拡大しました。その教訓から、減災に対して行政

の出来ることは何かを考えると同時に、地域住民や関
係機関が一体となって取り組む体制づくりに努めてい
きたいと思います。



編
　集

　
　
後
記

　7月16日に飯野小学校の６年生が、校外学習の一環として本会議場を
見学しました。
　市議会や議員の仕事について職員から説明を受けたあと、市長や議
長、議員等の役割に分かれ、実際の本会議でも使用している議場マイク
や採決ボタンを使った模擬議会を体験しました。

★議場へようこそ★

　

表
紙
は
坂
本
念
仏
踊
保
存
会

の
活
動
の
様
子
で
す
。

　

起
源
は
８
8
8
年
、菅
原
道
真

に
よ
る
雨
乞
い
に
端
を
発
し
、

平
成
7
年
に
は
香
川
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
3
年
に
一
度
、
滝
宮
天

満
宮
な
ど
に
奉
納
さ
れ
る
そ
の

荘
厳
な
踊
り
は
、
地
域
の
誇
り

と
し
て
多
く
の
人
々
に
感
動
を

与
え
て
お
り
、
千
年
以
上
に
わ

た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
の
重
み
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
伝
統
文

化
を
守
り
、
丸
亀
の
未
来
へ
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ

ま
の
市
政
や
議
会
活
動
へ
の
関

心
が
不
可
欠
で
す
。

　

会
議
の
傍
聴
も
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。広

報
広
聴
委
員
　
　
　

谷
本
　
和
也
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